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著者 注 : 本 書 は アナ コ プ リ ミ テ ィ ズ ム (無政府 原始 主義 ) の 最終 的 な 声明 文 と いう より は 、 一 般 的 な 用 語 を 用 いた 個人 的 
な 説明 の 試み で ある 。 説明 が 限定 的 、 排除 的 に な ら な いよ う 、 総合 的 な 本 題 の 説明 を 試み た 。 し か し 、 詳細 で な か っ た り 、 
謝っ た 解釈 が めった り 、 た ま に (避け が た いこ と だ が ) 一 般 化 し すぎ た り し た 部 分 が あれ ば 、 お 詫び を し て お きた い 。 


アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム と は 何 か ? 
アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム と は (ラディ カル な 原始 主 
義 、 反 権威 主義 的 原始 主義 、 反 文明 運動 、 又 は 、 単 
に 原始 主義 と いっ て も いい ) 文明 全体 を アナ キス ト 
的 な 視点 か ら 批判 し 、 人 々 の 生活 を 包括 的 に 変革 し 
始め よう と する 急進 派 の 流れ を 短く まとめ た 用 語 で 
ある 。 厳密 に 言え を ば 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム 、 あ 
る い は 無政府 原始 主義 と いう も の が 存在 する わけ で 
は な い 。 こ の 思想 運動 の 流れ で 主要 な 声明 者 で ある 
フレ ディ ・ パ ー ル マン は 、 か つて 語っ た 。「 呼 ば れ て 
振り 向く 唯一 の 主義 と いえ ば 、『 細 胞 主義 の み だ 。」 
この 流れ に 携わる 人 々 は 、 あ る 思想 の 信奉 者 に な ろ 
うと 望ん で いる わけ で は な く 、 単 に 、 人 と 人 、 又 、 
人 と 生物 圏 と が 調和 を 保ち な が ら 、 自 由 な 共同 体 の 
中 で 、 自 由 な 個人 と し て 生き る こと を 望ん で いる 
人 々 な の で ある 。 そ の た め 『 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ス 
ト 』 と いう 用 語 、 又 は その 他 の 思想 上 の レッ テル に 
よっ て 制限 され る こと を 拒む 。 つ まり 、 ア ナコ プリ 
ミ テ ィ ビ ズム と いう 語 は 、 よ くし て 、 あ る プロ ジェ 
クト を 共 す る 様々 な 個人 を 特徴 的 に 表す 便利 な ラベ ル に すぎ な い 。 その プロ ジェ クト と は 、 全 権力 関係 の 廃止 、 例え ば 統 
制 、 圧 制 、 支 配 、 搾取 が 行わ れる 社会 構造 の 撤廃 で あり 、 そ の よう な 力 関係 を 全て 排除 し た 共同 体 を 創造 する こと で ある 。 
で は 、 な ぜ こ の よう な 傾向 の 特徴 を 表す た め に 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム と いう 用 語 が 使わ れる の か ?1986 
年 、 デ トロ イト 、 フ ィ フ ス ・ エ ステ ー ト 紙 ( 注 1) に 関与 する サー クル が 、 原始 主義 声明 を 出し た 。 彼ら は 、 土 着 民 の 世 
界 や 原始 的 で オリ ジ ナ ル な 共同 体 の 特徴 の 再 評価 と 合わ せ て 、「 西 洋文 明 と いう 科学 技術 に 頼っ た 構造 の 批判 的 な 分 析 」 
を 行う こと に 携わっ て いる と 表明 し た 。 フ ィ フ ス ・ エ ステ ー ト グル ー プ は 、 文明 は 支配 の た め に 計画 され た も の 、 と いい 
う 見 方 の 文明 批判 を 、 原始 的 な も の を 再 評価 する こと で 補 お うと し た 。 彼ら は 、 原始 を 再生 の 源 、 反 権威 主義 な イン スピ 
レー ショ ン の 源 で ある と 見 な す 。 こ の 原始 の 再 評価 は アナ キス ト 的 見 地 、 つ まり 権力 関係 の 撤廃 に 重点 を 置く 見 地 より 発 
し て いる 。 フ ィ フ ス ・ エ ステ ー ト グル ー プ は 「 最 近 よ く 行 われ る ポス トモ ダン な アナ キズ ム と 、 原始 的 で (本 来 的 と いう 
意味 で の ) 大 地 基本 の 幻想 的 な 未来 像 、 の 統合 」 を 指摘 し 、 以下 の よう に 述べ た 。 我々 は アナ キス ト そ の も の で は な い が 、 
アナ キー (無政府 ) を 支持 する 。 つ まり 、 権力 に 相反 し 、 全 イ デオ ロ ギ ー を 排除 する 、 生き た 体験 と し て 欠か せな い ア ナ 


キズ ム で ある 。 フィ フス ・ エ ステ ー ト と いう 企画 で の 我々 の 仕事 は 、 こ の 運動 に 関与 する 際 の 様々 な 可能 性 を 探る こと だ 
け で な く 、 アナ キー の 原始 的 ルー ツ を 再発 見 し 、 そ の 現在 の 様子 を 書面 化す る こと で ある 。 同時 に 、 新た な 議論 の 場 を 提 
示す る た め に 、 我 々 の 時 代 で 権力 が どの よう に 発展 し た か を 検証 し 、 現 代 の 全体 主義 的 ディ スコ ー ス (科学 技術 の 仮装 で 、 
人 間 的 意味 を 破壊 し 、 人 々 と 自然 の 連 体 性 を 崩し て いく あの 超 現 実 ) に よる 横暴 を 根底 か ら 徐 々 に 打ち 有 崩す た め に 、 提 判 
を 加え る の で ある 。 自由 の た め の 全 間 争 の 下 に ある の は 、 こ の 中 心 必 要 性 で ある 。 つ まり 、 自律 し つつ 問 主観 的 な 相互 
性 に 基づき 、 自然 界 と 密接 に 連結 し た 真 に 人 間 的 な ディ スコ ー ス を 取り 戻す こと で ある 。 狙い は 、 原始 的 アナ キー と 現代 

語 認 Z2 9 ア ナ キ ー と の 統合 を 行う こと 。 つま り 、 反 国家 統制 主義 的 、 反 
| 本 義 的 で 環境 保護 に 焦点 を 置い た 原始 の 生活 方 式 と 、 権 関 
係 に つい て の 最新 の アナ キス ト 的 分 析 と を 統合 する こと で ある 。 
目的 は 、 原 始 を 再現 し た り 、 原 始 に 戻っ た りす る こと で は な く 、 
| 原始 を イン スピ レー ショ ン の 源 、 様 々 な 無政府 の 形体 を 例証 する 
も の と し て 見 る こと で ある 。 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ スト に と っ て 、 
文明 と は 、 様々 な 関係 が 発展 し て いく 包括 的 な 文脈 で ある 。 原 
始 社会 に お いて も 基本 的 な 関係 は いく ら か 存在 する (だ か ら こ 
そ ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ スト は 原始 社会 の 簡 製 を 試み な い の だ が ・・)。 文 明 に お いて 初め て 、 我 々 の 生活 や 人 間 と 自然 界 と 
の 関係 の ぼぼ 全面 で 、 権力 関係 が 介 延 する よう に な る 。 文明 は 、 また の 名 を メガ マシ ー ン 、 リ パイ アサ ン と いう が 、 それ 
自身 の 原動力 を 得 て 動き 、 や が て その 支配 者 で ある は ず の 者 で も コン トロ ー ル する こと が 出来 な いま で の 、 巨大 な 機械 と 
な る 。 内 面 化 さ れ た 服従 の パタ ー ン に より 規定 され 、 処 理 され る 日 常 生活 の 業務 に うち 動か され 、 人 々 は 文明 と 云う 機 拓 
又 、 文明 組織 自体 の 奴隷 と な る の で ある 。 この 組織 と その 様々 な 支配 形態 を 広域 に 渡り 拒絶 し 、 権力 自体 に 痛く こと の み 
に より 、 文 明 を 廃止 し 、 そ れ に 変わ る ラディ カル な 方 策 を 提唱 する こと が 可能 に な る 。 マ ルキ シズ ム や 古典 的 アナ キズ ム 、 
フェ ミニ ズム な どの イデ オロ ギー は 文明 の いく つか の 側面 に 異議 を 唱え る が 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム は 、 文 明 自体 、 様 々 
な 圧政 が 力 を 増し 、 広く 浸透 し 、 実際 に 可能 に な っ て し まう 文明 と いう 文脈 自体 に 、 異議 を 唱え る の で ある 。 アナ コ プ リ 
ミ テ ィ ビ ズム は 、 様々 な 相反 する 流れ か ら の いろ いろ な 要素 - 環境 保護 意識 、 ア ナ キ スト 的 反 権 威 主義 、 フ ェ ミ ニス ト 的 
批判 、 シ チュ エー ショ ニス ト ( 注 2) の 概念 、 無 労働 の 論理 、 テ クノ ロジ ー の 批判 な どー を 包括 し て いる が 、 個々 の 権力 
の 肛 に 抵抗 する に と ど ま ら ず 、 そ れ ら 全て を 硝 定 し 、 そ れ に 代わ る ラディ カル な 方 策 を 提唱 する の で ある 。 


注 1 Sithgtionist Intermational は 1986 年 の 反乱 時 に 需要 な 役目 を 果たし た フラ ンス の 過激 派 政治 グル ー ブ 。 政治 的 ドグマ の 限界 
を 認識 し 、 グ ロー バル 化し た 消費 社会 の 繁栄 を 予知 。 


注 2 FifthEstate は 米 デ トロ イト に ペース を 置く 反 権威 主義 の 雑誌 。 80 年 代 90 年 代 に お ける 反 文 明 主義 批評 に 大 きく 貢献 し た 。 


アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム は 、 ア ナ キ ズム や その 他 の 急進 的 イデ オロ ギー と どう 異な る か ? 

アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム の 見 地 か ら 見 れ ば 、 他 全て の 急進 的 主義 ・ 思 想 は 、 革命 的 と 唱 っ て いよ うがい まい が 改良 主義 の 
よう に 思わ れる 。 例え ば 、 マ ルキ シズ ム や 古典 的 アナ キズ ム は 、 文 明 を 引き 継い だ 上 で 、 そ の 構造 を ある 程度 組み 換え 、 
その 最低 の 悪 習 や 迫害 を 取り 除く こと を 目的 と し て いる 。 そ れ で も 、 文 明生 活 の 未来 に お ける 筋書き は 99 パー セン ト 変 
わら な いま まだ 。 そ れ は 、 そ れ ら の 思想 が 問題 視 す る 文明 の 側面 が 小さ い だ か ら で あ る 。 両 者 と も 資本 主義 の 廃止 を 望み 、 
古典 的 アナ キズ ム で は 政府 も 廃止 し よう と し て いる が 、 全体 的 な 生活 様式 は あま り 変 わら な い だ ろ う 。 産業 界 で の 労働 者 


に よる 統制 や 、 国 会 に 代わ る 集落 議会 や 、 環境 へ の 配慮 な ど 、 社 会 経済 関係 に お いて いく ら か の 変化 は あっ て も 、 基本 的 
な パタ ー ン は 変わ ら な いま まだ 。 進歩 と いう 西洋 的 模範 例 は 単に 修正 され る だ け で 、 な お 一 つの 理想 的 典型 と し て 留まっ 
て いる 。 大 衆 社会 は 本 質 的 に その まま 継続 する で あろ う 。 大 抵 の 人 々 が 働き 、 人 工 的 で ハイ テク 化 さ れ た 環境 に 生き 、 様 々 
な 圧 制 と 支配 を 被る 。 急進 的 な 左派 想 は 権力 の 廃止 で は な く 、 権 力 を 自分 達 の も の に する こと を 目的 と する 。 よ っ て 、 
彼ら は 改宗 者 を 勝ち 取り 、 支配 権 獲得 に 向け た 政策 を 練る た め に 様々 な 排他 的 グル ー プ (幹部 構造 、 政党 、 意識 向上 の た 
め の グ ルー プ な ど ) を 形成 する 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト に と っ て 、 組織 と は 単に 島 合 の で あり 、 特 定 の 概念 を 権力 の 
座 に お さめ る た め の 一 味 に すぎ な い 。 政治 、 つ まり 「 統 治 の 学術 」 は 、 プ リ ミ テ ィ ビス ト の プロ ジェ クト に は 属さ な い 。 
欲望 、 喜 び 、 相 互助 け 合 い 、 又 、 ラ ディ カル な 自由 の た め の 方 策 だ けが その プロ ジェ クト を 形成 する 。 


アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム に よる と 、 権力 は どこ か ら 生 み 出 され る か ? 
また も アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト の 間 で よく 議論 に な る 問題 。 パー ルマン は 非 個人 的 団体 、 又 は 、 抽象 的 権力 関係 が 生ま れ 
る 時 を 、 原 始 的 無秩序 が 文明 化 さ れ た 社会 関係 に より 取り 壊さ れる 決定 的 議 間 と みな す 。 ジョ ン ・ ザ ー ザ ン は 、 対照 的 に 、 
象徴 的 な 仲介 物 の 発展 が 、 数 字 、 言 語 、 時 間 、 技術 、 後に は 農業 と いう 形 を と っ て 、 人 間 の 自由 か ら 飼い な ら さ れ た 状態 
へ の 移行 手段 に な っ て いる と 見 な す 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム に お いて は その 起 原 に 焦点 を 当て る こと が 重要 で ある 。 と 
いう の も 、 原始 主義 は 、 個人 、 社会 的 関係 、 人 と 自然 界 と の 相互 関係 を 構造 化す る 権力 の 様々 な 形 を 、 指数 関数 的 に 暴露 、 
疑問 視 、 挑戦 、 廃止 す る こと を 目的 と する か ら で あ る 。 権力 の 根源 を 突き 止め る こと は 、 文明 の 残骸 の 中 か ら 安 全 に 救い 
だ すこ と の で きる も の は 何 か 、 又 、 文 明 破 滅 後 、 権力 関係 の 再発 を 防ぐ に は 何 を 根絶 する べき か 、 を 見 極め る 一 つの 手 で 
ある 。 

アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト に よっ て どん な 未来 が 描か れ 
る だ ろう か ? ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ スト の 定期 刊行 物 『Aarcy: A 
Wourfal of Desire Amedl に よる と 、 未 来 は 「 今 まで に な く 相 互 協力 
的 で 、 共 同体 意識 が 強く 、 環 境 に 気 を 使い 、 フ ェ ミ ニス ト で 自発 的 
で 野性 的 」 と ある 。 こ れ は 、 そ の 描写 と し て 得 ら れる 限界 だ ろう ! 
その 思い 描か れる 未来 象 は 、 陳 腐 な 意味 で の 「 原 始 的 」 で は 決し て 
な いと いう こと を 強調 し な けれ ば な ら な い が 、 今 の と ころ 、 何 の 青 
写真 も 規制 事項 も な い 。 フ ィ フ ス ・ エ ステ ー ト グル ー プ は 197 年 に 
次 の よう に 述べ た 。「 我 々 の こと を 洞窟 に 戻り た い 』 ん だ と か 、 格 
好 だ け だ と か 言っ て 、 つ まり 文明 の 安楽 さ を 満 拓 し つつ 文明 を 酷評 
し て いる と 批判 する 者 が 出 て くる こと は あら か じ め 想 定 し て お こう 。 
我々 は 、 石 器 時代 を ユー トピ ア の モデ ル と し て 提唱 し て いる わけ で 
も 、 収 穫 と 狩猟 を 生業 と し た 生活 に 戻 ろ うう と 言っ て いる わけ で も な 


い 。」 

この よう な 良く ある 誤解 を 解く た め に 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム が 描く 将来 は 独 桂 で 、 過 去 に 範 例 が 無い と 
いう こと を 強調 する こと が 大 切 だ 。 も ちろ ん 、 原始 的 文化 の 中 に 未来 の 予告 を 見 る こと が で き 、 将来 像 は そこ か ら 種 々 の 
要素 を 取り 入れ た も の に な る だ ろう が 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト の 世界 は 、 過去 の どん な 形態 の アナ キー と も か な り 違 っ 
た も の に な る だ ろう 。 


アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム で は 科学 技術 を どの よう に 見 る か ? 

ジョ ン ・ ザ ー ザ ン の 定義 に よる と 、 科 学 技術 と は 「 労 働 プ 生産 産業 の 分 化 に よっ て 奏で られ る 合奏 で あり 、 私 達 と 自然 
に その 音 が 及ぼ す 影 響 で ある 。 テク ノロ ジー と は 、 我々 人 間 と 自然 界 の 間 に 割 っ て 入る も の の 総体 、 又 、 我々 同士 の 間 に 
入り 、 お 互い か ら 遠 ざけ る も の の 総体 で ある 。 それ は 、 我々 の 苦悩 の 元 で ある 超 貴 外 の 舞台 を 作り 出し 、 再生 産 す る た め 
に 必要 と な る あの 単調 で つま ら な い 骨 折り 仕事 と 害 毒 。 階層 組織 と 支配 構造 の どの 発展 過程 で あっ て も 感じ られ る 支配 の 
感触 と 形 で ある 。」 そ れ ゆ え 、 反 テク ノロ ジー の 姿勢 は アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム の 実践 に お いて 重要 な 役割 を 果たす 。 し 
か し 、 フレ ディ ・ パ ー ル マン が 語る に は 「 テ クノ ロジ ー と は 、 単なる リバ イア サン の 武器 、 その か ぎ つ め で あり 牙 で ある 。」 
それ ゆえ 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト は テク ノロ ジー に 反対 で ある が 、 文明 に お ける 支配 力 に と っ て テク ノロ ジー が どれ ほ 
ど 中 心 的 で ある か に つい て は 議論 の 余地 が ある 。 


まず 、 テク ノロ ジー と 道具 (器具 ) と の 区 別 を つけ な けれ ば な ら な い 。 パー ルマン に よれ ば 、 原始 時 代 の 人 々 
は 、 様 々 な 道具 や 器具 を 発展 させ て も 科学 技術 を 発展 させ な いこ と が 示さ れ て いる 。「 杖 や カヌ ー、 穴 を 掘る た め の 棒 、 
壁 な ど は 個人 で 作れ る 物 か 、 壁 の よう に 一 度 に 多く の 人 の 協力 を 必要 と する 物 で あっ た 。 ほとん どの 道具 は 古代 か ら あ り 、 

(物質 的 ) 超過 量 (それ ら の 道具 が 可能 に する と され る ) は 初期 か ら 豊 富 だ っ た 。 し か し 、 そ れ ら が 非 個人 的 制度 を 生み 

出す こと は な か っ た 。 道具 と 非 個 人 的 制度 の 両方 を 生み 出す も の は 、 生物 、 人 間 で ある 。」 道具 は 、 その 地域 で 作ら れる 、 
小 規模 で 、 特定 の 機会 に 限っ た 個人 か 小さ な グル ー プ に よる 産物 で ある 。 よっ て 、 支配 と 強制 の シス テム を 産み 出す こと 
は な い 。 

一 方 、 科 学 技術 は 、 原 料 抽出 、 生産 、 分 配 、 消 費 か ら 成 る 相互 に 連結 し た 大 規模 な シス テム の 産物 で ある 。 
その よう な シス テム は 、 そ れ 自 身 に 勢い が つき 独自 の 動力 を 得る 。 その た め 、 大 規模 な 支配 と 服従 の 構造 (これ が パー ル 
マン の 言う 非 個 人 的 制度 ) を 要求 する 。 フ ィ フ ス ・ エ ステ ー ト グル ー プ が 1981 年 に 指摘 し た よう に 「 科 学 技術 と は 、 私 た 
ち が 好 き な よ うに 使え る 単純 な 道具 で は 無い 。 それ は 一 つの 形 の 社会 組織 で あり 、 一 連 の 社会 関係 で ある 。 それ は 独自 の 
法則 を 持つ 。 科学 技術 の 使用 に 加担 する に は 、 そ の 権威 を 受け 入れ な く て は な ら な い 。 現代 の 科学 技術 組織 を 構成 する 業 
務 の 慕 大 な 規模 、 複雑 な 連動 関係 や 、 階層 化 が 、 権 契 主 義和 的 指揮 を 必要 と し 、 独立 し た 個人 に よる 決断 を 不可 能 と する の 
で ある 。」 

アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム は 反 組 織 的 な 思想 運動 の 流れ で ある 。 あ ら ゆ る 組織 、 団 体 機関 、 抽 象 的 概念 、 人工 
物 、 化 学 合成 物 、 機 械 に は 、 権力 関係 を 表象 する と いう 理由 か ら 反 対す る 。 この よう に 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム は 科学 
技術 や 科学 技術 組織 に 反対 で る る が 、 こ こ に 示し た よう な 意味 で の 道具 や 器具 の 使用 に は 反対 で は な い 。 アナ コ プ リ ミ テ 
ィ ビ ズム の 世界 で 、 何 ら か の 形 で 科学 技術 の 使用 が 適切 で ある か どう か と な る と 、 こ れ は また 議論 の 余地 の ある と ころ だ 。 
1979 年 に フィ フス ・ エ ステ ー ト グル ー プ は 以下 の よう に 述べ た 。「 未 来 の 社会 に つい て 賢く 論じ る に は 、 社 会 的 に 我々 が 
望む も の を 前 提 に し 、 最 も 基本 的 な 要素 に 還元 し 、 
そこ か ら ど ん な 科学 技術 の 使用 が 可能 か と いう こ 
と を 決定 すべ き で ある 。 セン トラ ル ヒ ー テ ィング 
や 、 水 洗 便所 、 電 気 の 明 か り は 、 誰 も が 欲し い だ 
ろう が 、 人 間 性 を 犠牲 に し て まで は 望ま な い 。 と 
も する と 、 全 て 問題 な く 可能 か も し れ な いし 、 そ 
う で な いか も し れ な い 。」 


で は 、 薬 は どう だ ろう か ? 

究極 的 に 言う と 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム と は も っ ぱら 癒し に つい て の 事 だ 。 個人 の 内 部 、 人 と 人 と の 間 、 そ し て 人 と 自 
然 と の 間 に で き て し まっ た 克 け 目 、 文明 化 、 又 、 政府 や 資本 、 科学 技術 な ど を 含め た 権力 を 通し て で き て し まっ た 克 け 目 
を す こと な の で ある 。 ド イツ の 哲学 者 ニー チェ が 、 痛み と 痛み の 対処 法 こ そ が どん な 自由 社会 で も その 中 心 に ある べき 
だ 、 と 言っ て いる が 、 こ の 点 で ニー チェ は 正しい の で ある 。 個人 や 共同 体 、 大 地 自体 が 文明 の 特色 で ある 権力 関係 に よっ 
て 、 程 度 の 差 こ そ あ れ 、( 全 て 何ら か の 形 で ) 損なわ れ て いる 。 人 々 は 心理 的 に ダメ ー ジ を 受け て いる だ け で な く 、 病 気 
や 疾病 に 襲わ れ て いる 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム に よっ て 痛み や 病 
気 を 無く すこ と が で きる と 言っ て いる わけ で は な い ! し か し 、 調 査 
に よれ ば 、 多 く の 病 幣 が 生活 状況 の 文明 化 さ れ た 結果 で ある こと が 
判明 し て お り 、 そ の よう な 状況 が 無く な れ ば 、 ある 種 の 痛み や 病気 、 
疾病 は 消滅 する だ ろう 。 


その 他 に 関し て は 、 痛 み を 中 心 に お いた 世界 な ら ば 、 病 
気 や 疾病 の 治療 法 を 探す こと に よっ て 、 痛 み 緩和 の 追求 に 精力 的 で 
あろ う 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム は この 意味 で 医術 に と て も 感心 が 
ある 。 し か し 、 西洋 で 実践 され て いる あの 人 を 疎ん じ る ハイ テク に 
よる 、 製 薬 中 心 の 医術 だ けが 医術 の 可能 な 形 で は な い 。 ア ナコ プリ 
ミ テ ィ ビ ズム の 未来 に お いて 、 何 を も っ て 医術 と する か 、 と いう 問 
題 は 、 上 記 の フィ フス ・ エ ステ ー ト グル ー プ に よる 科学 技術 に つい て の コメ ント に ある よう に 、 環境 保護 中 心 の 共同 体 の 
中 で 、 個 人 が 自由 に 生き られ る 暮らし を 犠牲 に する こと な く 、 何 が 可能 か 、 人 々 が 何 を 望む か に か か っ て くる 。 


人 口 問題 は どう な の か ? 
アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト の 間 に 、 こ の 議題 に 関し て は 特に 意見 の 一 致 が 無い の で 、 論争 の 的 と な る 問題 で ある 。 人口 削減 
は 必要 な いと いう 声 も あれ ば 、 環境 保護 の た め や 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト が 思い 描く よう な 生活 形態 を 維持 する た め に 
は 必要 で ある 、 と いう 声 も ある 。 ジ ョ ー ジ ・ ブ ラッ ド フ ォ ー ド は 、『 ど こま で いけ ば 、 徹底 し た 環境 保護 か ?』 中 で 、 女 
性 の 産児 制限 は 人 口 率 の 低下 に つなが る と 論じ て いる 。 著者 の 個人 的 な 見 解 に よれ ば 、 人 口 は 削減 すま べき だ が 、 こ れ は 自 
然 減 に に っ て お こる だ ろう 。 つま り 、 人 々 が 死ぬ と 、 そ の 全 人 口 が 置き 換え られ る 訳 で は な い の で 、 全体 の 人 口 率 は 減少 
し 、 最終 的 に は 安定 する だ ろう と 考え られ る 。 アナ キス ト 達 は 以前 か ら 、 自 由 な 世界 で は 、 過剰 な 子作り へ の 社会 的 、 経 
済 的 、 心理 的 圧迫 が 取り 除 か れ て いく と 主張 し て きた 。 他 に も っ と 面白 いこ と が 起こ っ て 人 々 の 時 間 を ふさ ぐだ ろう ! フ 
エミ ニス ト 達 は 、 性 差別 に よる 拘束 や 家族 構成 か ら 解放 され れ ば 、 女性 が 家父 長 的 社会 に ある よ よ うに 、 生 殖 機能 に よっ 
て 限定 され る こと が 無く な り 、 ひ いて は 、 こ れ が 人 口 率 の 低下 に 繋が る だ ろう 、 と 述べ て いる 。 と いう 訳 で 、 人 口 は 否応 
無し に 減少 する だ ろう 。 

結局 、 パール マン が 簡 明 に 示す よう に 、「 人 口 増加 と は 真 に 文明 の 産物 で あっ て 、 人 間 数 の 安定 し た 増加 は リ 
バイ アサ ン そ の も に 劣ら ず 、 し つこ い 。 こ の 現象 は 、 リ バイ アサ ン 化 され た 人 間 た ちの 間 の み に 存 在 す る よう で ある 。 動 
物 だ け で な く 自 然 状 態 に ある 人 間 の 共同 体 も また 、 他 の 全て を その 土地 か ら 追 い 出し て し まう 程 ま で に 自 種 を 繁殖 させ は 
し な い 。」 だ か ら 、 リバ イア サン 的 社会 関係 が 廃絶 され 、 共同 的 調和 が 回 復 さ れれ ば 、 人 口 が 安定 し な いわ け は 無い の だ 。 
アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム に 敵対 的 な 一 部 の 解説 者 達 が 言い 広め て いる 妙 な 幻想 一 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト が 思い 描く よ 


うな 人 ロレ ベル を 達成 する に は 、 突 然 の 大 量 死 か 、 又 は 、 ナチ 的 大 虐殺 し か な い - な ど は 無視 し て か まわ な い 。 そん な の 
は 単に 中 傷 戦術 に すぎ な い 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト た ち が 、 行 政 的 、 軍 事 的 装備 を 備え た 国家 は も と より 、 あ ら ゆ る 党 
や 組織 を 含む 全て の 権力 関係 の 廃止 に 身 を 投じ し て いる 限り 、 その よう な 組織 的 大 虐殺 は 、 まっ た く 恐 ろ し いこ と で ある ば 
か りか 、 決 し て 起こ り 得 な いこ と で ある 。 


アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム の 未来 は どの よう に し た ら 訪 れる か ? 

64000 ドル の 質問 ! (まっ た く 怪 し い メ タフ ァ ー を 使う が …) ここ に は 不動 の ルー ル も 青 写真 も な い 。 上 手 い 答え は 、 逃 
げ ロ 上 だ と 思わ れる か も し れ な い が 、 様々 な 闘争 の 形態 は 反乱 の 過程 生ま れる 。 こ れ は 真実 だ が 、 必ず し も 、 あ まり 助 
け に は な ら な い ! 確か な こと は 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ スト は 権力 を 追求 する 思想 で は な い 、 と いう こと 。 国家 権力 を 占領 
し 、 工 場 を 乗っ 取り 、 改宗 者 を 獲得 し 、 政治 団体 を 作り 、 人 々 を 顎 で 使う 、 な ど と いう こと は 目指 し て いな い 。 そ う で は 
な く 、 ア ナコ プリ ミ テ ィ ビ ズム で は 、 人 々 が 、 相 互 に 、 又 、 周 囲 の 生物 園 と 依存 ・ 補 助 し 合う 自由 な 共同 体 の 中 で 暮らす 
自由 な 個人 、 と な る こと を 望む 。 


それ ゆえ 、 望ま し い の は 、 全面 的 変化 で あり 、 自己 像 、 生活 の 仕方 、 生き 方 、 意志 伝達 の 仕方 の 変化 で ある 。 
つま り 、 これ まで に 試行 錯誤 され て きた 権力 志向 の イデ オロ ギー は 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム の プロ ジェ クト に まっ た く 
関係 無い の だ 。 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム は あら ゆる 形 の 権力 を 廃止 し よう と する 。 それ ゆえ 、 アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ ズム の 
プロ ジェ クト に 相応 し く 釣り 合っ た 、 新た な や り 方 や 在り 方 が 開発 され る 必要 が ある 。 こ れ は 、 常に 進行 中 の プロ セス で 
簡単 答え る こと は で き な い 。 

何 が な され る べき か ? 現 在 の と ころ 、 多 く の 人 が 同意 する 答え は 、 抵 抗 の 共同 体 作 り が アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ 
ズム の プロ ジェ クト の 中 で 重要 な 要素 で ある と いう こと 。 共同 体 と いう 語 は 、 最近 や た ら に 様々 な お か し な 意味 で 使わ れ 
て いる が (例え ば 、 ビ ジネス 共同 体 ) 、 そ れ は 真 の 共同 体 が 資本 と 国家 に よっ て 破壊 され て き て いる か ら で あ る 。 し ば し 
ば 権力 に 対抗 する 力 の 源 で あっ た 伝統 的 な 共同 体 が 破壊 され た と すれ ば 、 抵抗 の 共同 体 一 抵抗 を 共通 の 目的 と する 個人 の 
集まり で 構成 され る 共同 体 一 を 新た に 作る こと が 、 行動 の た め の 基 地 を 再 成す る 手 で あろ う 、 と 考え る 者 も ある 。 

古い アナ キス ト の 考え 方 に 、 新 た な 世界 は 、 古 い 世界 の 殻 の 中 で つく り 出 され な く て は な ら な い 、 と いう も 
の が ある 。 こ れ の 意味 する と ころ は 、 文 明 自 身 の 意 図 で 、 又 は 我々 の 努 力 で 、 又 は その 二 つ が 融合 する こと で 文明 が 崩壊 
し た 時 、 そ れ に 取っ て 変わ る 物 が 既に そこ に 待機 し て いな く て は な ら な い 、 と いう こと で ある 。 こ れ は 実に 本 当 で ある 。 
と いう の も 、 良い 代用 が 無けれ ば 、 崩壊 に よっ て 起こ る 社会 混乱 が 、 フ ァ シ ズム や その 他 の 全体 主義 の 独 制 が 水 え る 心理 
で も 郊外 で も 、 来 る 未来 の (可能 な 限り の ) 縮図 と な る よう な 抵抗 の 共同 体 を 作り 出す 必要 が ある 。 それ は 、 行 動 (特に 
直接 行動 ) の 基地 と な る だ け で な く 、 新 し い 考 え 方 、 振舞 い 方 、 意思 伝達 の 仕方 、 在り 方 、 要する に 、 新た な 解放 的 文化 
全体 を 創造 する 場 と し て 機能 する 必要 が ある 。 それ ら の 共同 体 で は 、 人 々 が 真 の 欲望 と 喜び を 発見 し 、 模範 的 行動 と いう 
古き 良き アナ キス ト の 考え に ある よう に 、 他 の 人 々 に 別 の 生き 方 が 可能 だ と いう 例 を 示す 場所 と な る 必要 が ある 。 

し か し な が ら 、 他 に も 探究 の 必要 が ある 可能 休 は た くさ ん ある 。 
アナ コ プ リ ミ テ ィ ビ スト に よっ て 思い 描か れる 世界 は 、 予 想 さ れる 自由 の タ 
イブ や 程度 か ら 言っ て 、 人 間 の 経験 に 先例 を 見 な いも の だ 。 だ か ら 、 そ こ か 
ら 発展 し える 抵抗 と 反乱 の 形 に は 限り が な い 。 思 い 描 か れる よう な 慕 大 な 変 
化 を 遂げ る に は 、 あ ら ゆ る 種類 の 革新 的 な 考え 方 と 行動 が 必要 で ある 。 


も っ と 無政府 原始 主義 に つい て 知る に は … 
反 文明 主義 無政府 原始 主義 の 情報 源 
推 藤 書 
私 達 が 文明 の 解釈 ・ そ の 崩壊 の 必要 性 を 理解 する 上 
で 影響 の 大 きか っ た 本 の 一 部 を リス ト に し た 。 
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注 : 多く は アメ リカ Black and Green Disho, 
PO. Box 835, Greensburg, PA 15601, USA や 、 
イギリス Re-Pressed Diso (住所 は 以下 参 
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連絡 先 

Green Anarchy / Feral Visions 

PO. Box 11331, Eugene, OR 94440, USA 
collectiveQgreenanarchy.org 
feralvisionsQ⑥greenanarchy-org 
Wildroots / Feral Forager 

PO. Box 1504, Ashevile, NC28802, USA 


Green Anarchist 
BCM 1715, London, WC1N 3 UK USA 


Re-Pressed Disto 
Oo The Cardigan Cenhe 


145-149 Cardigan Rd, Leeds, 1 け , UK 
WWw.re-Dressed.org.uk 


Do Or Die (Pror House) 
POB 2971, Brighton, East Sussex, 
BN2 2TL UK 


Terra Selvaggia (TI Silveshe) 
via del Coure no. 1, 56100 Pisa, Italy 


EarthnFirst! UK 
www.eartnfirsLorg.uk 


WWW.eco-aChion.Org 


注 : EartnFirstl は 厳密 に 言う と 反 文 明 主 義 で は 
な いけ れ ど 、 その 中 に は 無政府 原始 主義 反 文 
明 主義 だ と 自称 する 人 が 多い 。 
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ホー ムペ ー ジ 
WWw.DHnmiHvisn.org 
www.greenanarchy.Org 
www.blackandgreen.org 
wwwW.wildroots.org 
wwwW.geocites.com/aliveandawol 
wwwv.greenanarchisLorg 
www.radicalanthropology.oom 
www.insurgentdesire-org.uk 
www.gowildordieryin.org 
www.eaithskills.org 
wwwr.teachingdrum.org 
WWww.DHmalwar-org 
wwwv.SDiitoffreedom.org.uk 


WWW.eCODIiSOnerS.Ord 


この 情報 源 や 連絡 先 の リス ト は 、 主 に 北米 や イ ギ リ 
ス が 中 心 だ が 、 無 政府 原始 主義 、 反 文明 主義 の グル 
ー プ は 世界 中 に 散在 し て いる 。 文明 を 破壊 し 、 生 命 
を 再び 野生 に 戻す た め に …。 
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